ヒョォ くくと 云 ふ 声が 聞く 人の 胸に 響いた。 子 猿 

は 母 猿の 死骸に 捜り 寄って、 その 手 や 口の 冷えて ゐる 

のに 触れて ヒ ヨウく くと 啼き 続けた。 この 所の 記 

こ... 'ろみ 

事 は 実に 読む に 忍びない。 試 に 人間の 子が 母親の 乳 

を 含んで ゐる 時、 シンパ ンジィ が 来て その 母親 を 殺し 

たと 思へ。 我等 は 必ずや 「ひどい 獣 だ」 と 罵る であら 

う。 人間 はどう かする と 実に ひどい 獣になる。 これに 

反して シンパ ンジィ は 老年に なって 意地が 悪くなる 事 

も あるが、 大抵 気が 優しくて、 子供 を 愛して ゐる。 

己 はいつ か 昔 一し よに 住って ゐて、 黒 パン を 分けて 

食った 子 猿の 話 をした 事が ある。 ジュ ヂック 夫人 はリ 



ユウ. ド. ラ. フィ デリ テェに 住んで ゐた 頃、 この 猿 

を 知って ゐた。 外へ 出た 序に リュウ • ド • パラディ- 

ポアソン ニェ エルに 立ち寄って、 この リットル • ジャ 

ックと 云 ふ 子 猿に 砂糖 を 一 切れ づ、 くれて 行った。 ジ 

ャック も あの 女 藝術家 を ひどく 好いて ゐた。 一体 動物 

は 人間に 対して ひどく 好き 嫌 ひが ある。 人間の ちょつ 

しぐさ すぐ 

とした 科 を 見て、 直に 敵に する ことがある。 この 子 

猿 を 人が ハァ ヴル から 連れて来た 時、 己 は 丁度 ソファ 

の 上に 寝て ゐた。 それ を 覚えて ゐて、 ジャック は 己 を 

見る と 直ぐに 寝て 見せる。 そして 笑 ふ。 どの 猿で も 笑 

はな いのはない。 小声で 笑 ふので 人が 心 付かずに ゐて 



も、 笑 ふ 事 はきつ と 笑 ふ。 兎に角 笑 ふと 云 ふ 事が 人間 

の 専有で はない。 

ェヅァ アル • ロック ロア はきつ とま だ 覚えて ゐるだ 

らう。 なぜと 云 ふに、 あの 男 は 物 を 忘れる と 云 ふこと 

がない からで ある。 あの 男が リュウ • ド • ヲ シン トン 

に 住って ゐる 時、 猿 を 飼って ゐた。 或る日 曜日に 己 達 

は その 家で、 窓 を 開けて 昼の 食事 をして ゐた。 その 時 

窓の ム ウル ヂング の 上に 蹲って ゐた猿 は、 何 か 旨い 物 

を 貰 はれさうな もの だと 思 つ て 待って ゐ るら しか つた _ 

それが 突然 食卓から 目 を 放して 中庭 を 見下した。 そし 

て 非常に 早く ロック ロアの 読み書き をす る 机の 上に 飛 



見っともない 畜生 だな あと 云った。 それ を 猿が 悟って、 

忘れずに ゐて、 今 好機 会 を 得て 復謦 をした の だ。 あの 

ことば 

皿の 中の 沙で その 詞 の 返事 をした やうな もの だ ご 

猿と 言 ふ もの はこん な もの だから、 あの 「アリス チ 

イド. フロア ッサ アル」 と 云 ふ諷剌 的の 名作 を 出して、 

その 癖もう 殆ど 世に 忘れられて ゐる レオン • ゴズ ラン 

が 猿の 国への 旅 を 書かう と 思 ひ 立った の も 無理 はない。 

「ポリ ド オル • マラス ケンの 冒険談」 と 題した 文章が ジ 

ユウ ルナ ル .プ ウル • ッゥに 出て、 その 插画を ギュス 

タァフ • ド レエが 書いた 時には、 己 達 は 面白がって そ 

れを 見た もの だ。 あの 文章 は 諷刺 を 以て 書いた 哲学的 



研究で、 ゴズ ラン は その 中で、 既往に 於て はス ヰフト 

を 回顧し、 未来に 於て は 動物 を 主人公に する 作者と し 

てジュ ウル. ヱ ルヌ、 ヱ ルス、 それから 主に ラヂ ャァ 

せんよう 

ド • キ プリングの 先容 をな して ゐる。 一体 獣 はいつ も 

己 達 を 驚かし 感動させる もの だ。 己 達 は 獣が 物 を考へ 

るの を 見て 驚き、 又 獣が 子供の 目の やうな 目で ぢ つと 

こちら を 見る と、 間の 悪い やうな 心 持になる。 



或る日 M 提督が 己に 猿の 話 をして 聞かせた。 その 話 

は 深刻な 小説の 材料に でもな りさう である。 提督が ま 

だ 艦長で ゐた 時、 恐ろしく 敏捷な、 小さい シンパ ンジ 



「艦長 殿、 わたくしが ダイ アモン ドを 盗んだ と 思 はれ 

てゐ るので あります かご 

艦長 は 答へ た。 「さう さな。 兎に角 猿が 取った と は 

誰も 思って ゐ ないやう だ。」 

この 詞を 聞いた 時、 水兵の 頭に 或る 考が 浮かんだ。 

水兵 は 探索の 手掛かり を 得た やうに 思った。 ェ ドガ 

ににん ころ 

ァ • ァ ラン • ポオの 小説に リュウ . マル グの 二人殺し 

と 云 ふの があって、 その 主人公 は猩々 である。 さう し 

て 見れば 軍艦の 猿 だって 窃盗 を しないに は 限らない。 

丁度 探偵が 嫌疑者 を 監視す る やうに、 水兵 は 軍艦の 猿 

を 監視し 始めた。 



する やうに 両手 を 合せた。 

それから 水兵 は虚の エツ ヰ を 出して 猿に 見せて、 指 

に 指輪 を 嵌めたり 抜いたり する 真似 をして 見せた。 猿 

は それ を 見て ゐ たが、 暫くして 意外な 事 をし 始めた。 

猿 は 指の 爪で 不細工に 石炭の 中 を搔き 捜し 始めた。 間 

もな く 石炭の 中から、 金剛石が 出て 来た。 》 〔# 「貝 + 

藏」、 126- 上 羽 U 品の 金剛石で ある。 

どろば う 

そこで 水兵 は 艦長の 前へ 出た。 「艦長 殿。 盗 坊が分 

かりました。 これが 宝石で、 これが それ を 盗んだ 奴で 

あります ご 

猿 はこの 詞が 分かった らしい 様子 をして ゐた。 分か 



ら ぬまで も、 この 場で 何事が 訴 へられ、 又聞き 取られ 

てゐ ると 云 ふこと を 悟って ゐ たに 違 ひない。 猿 は 途方 

に暮た 様子で 頭 を 低れ て 視線 を 船の 甲板の 上に 落して 

ゐて、 艦長の 顔 を 一 目 も 仰ぎ見る 事が 出来なかった。 

「さう か。 ， J の 役に立たず 奴 を どう 処分して 遣 つた も 

の だら うかな あ」 と、 艦長が 云った。 

評議の 結果、 猿 を 取調べて、 いよく 有罪と 極まつ 

たら、 窃盗 をした 水兵と 同じ 刑罰に 処す るが 好から う 

と 云 ふ 事に なった。 航海 は 退屈な もの だから、 何 か 慰 

みになる やうな 事が あると、 誰でも その 機会 を 捕へ よ 

うとす るので ある。 取調べ は 一 種の 軍法会議 を 組織し 



金剛石の 持主 は 赦免の 請求 をした が、 この 請求 は 銃口 

を 猿に 向けた 上で 採用す るが 好から うと 云 ふこと にな 

つた。 

この 銃殺の 真似 を 水兵 共 は 楽み にして 待った。 毎日 

同じ やうに しなくて はならぬ 操 練に 飽きて ゐ るので、 

こんな こと も 楽み になる ので ある。 いよ /\ その 日の 

朝に なって、 猿 は ブリッジへ 連れて行かれた。 そして 

銃 を 持った 水兵 等の 自分の 方へ 向いて 来る の を 見て ゐ 

た。 士官 一同、 乗組 水兵の 全部が 集って ゐる。 

ふびんな 猿 は 途方に 暮れた 目 をして 一 人 一 人の 顔 を 

見た。 こんなに 大勢の 人に 見られて ゐる こと は 今が 始 



がって、 次に 一人の 水兵の 肩に 移って、 非常な 速度 を 

以て 舷 に 飛び付いて、 高く 叫びながら 海に 飛び込ん 

だ。 

「や あ、 海へ 這 入った。 猿が 海へ 這 入った ご かう 云つ 

て 大勢が 舷へ 駆け寄った。 水兵の 中には 猿 を 助けに 続 

いて 海へ 飛び込ま うとした 者 も ある。 「ボ オト を 卸せ」 

と 云 ふ 者 もあった。 

この 騒 は 無駄であった。 ふびんな 猿 は 一瞬間 水面 を 

泳いで、 波と 戦って ゐ たが、 とうとう 沈んで 見えな く 

なった。 

M 提督 はこの 話 をして しまって 云った。 「言 ふまで 
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